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を感じるという悪循環が生まれている．理科を学校研

究に位置づけて取り組む学校も少なくなっており，理

科の充実とは逆行する状況がみられる（大高ら2010)．

このような小学校における現状は，教員研修および理

科授業の担当のシステムが改善されなければ，容易に

打破されないであろう．

理科教育の充実という点では，小学校教員の養成に

も多くの問題があるまず，教育学部に入学する学生

の大半は文科系出身者であることから，多くの学生に

理科に対する苦手意識があることが予想される．また

現在の教員養成カリキュラムでは，理科に関する科目

は「初等理科教育法」のみが必修で，選択必修科目で

ある「初等理科」を受講したとしても，２科目４単位

を履修しただけで小学校の教員免許が取得できる．そ

して，教育法に関する「初等理科教育法」は，必修科

目のために１００名を超える人数が受講する講義になり

実技，実習，模擬授業などを取り入れるにはかなりの

労力と工夫が要求きれる．

著者の－人は，愛媛大学教育学部において「小学校

理科教育法」（現在：初等理科教育法）の授業評価を

継続的に実施し，受講生の実態，授業の効果と改善点

などを調べた（渡邊ら2002，渡邊ら2005)．これらの

調査では，平成元年の学習指導要領のカリキュラムで

Ｉ．はじめに

近年．理科教育の充実が課題となり，平成20年に

告示された学習指導要領では小・中学校を通じた内容

の一貫性を重視したカリキュラムの改善や指導内容の

充実・刷新などが行われた科学的な思考力・表現力

の育成，自然体験・科学体験の充実，科学と実生活・

実社会との関連の重視など，理科教育の充実のために

具体的に求められる課題は多い．当然のことながら，

これらの課題は日々の理科授業の充実によって解決さ

れるものであり，教師の教材研究や授業研究が課題解

決の鍵になる．

ところが小学校では，理科授業を担う教師に関す

る問題が山積している．例えば，理科大好きモデル地

域事業事前アンケート（2006）の調査結果では小学

校教員の６割が理科の授業を苦手にしていることが報

告されている．理科の授業担当の問題もある．理科専

科の教師が配置されている場合，必ずしも理科が得意

な教員が担当しているとは限らず，クラス担任をしな

い教務主任や教頭などの年配の教師が担当しているこ

とが少なくない．その結果，若手の教師が理科を担当

する機会を得ることがないままで何年も経過してしま

い，その結果として理科の授業を担当することに不安

(85）
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小・中・高等学校の理科を学んだ学生が対象になった

愛媛大学教育学部においては中学校教員養成課程が消

滅して，学校教育教員養成課程に統合された過渡期で

あった．それ以降，大学には平成１０年の学習指導要

領の理科カリキュラムで学んだ学生が入学するように

なった．そこで，本研究では，平成１０年の学習指導

要領下で理科を学んだ学生の意識調査（愛媛大学）と，

小学校教員養成課程と中学校教員養成課程が存在する

熊本大学教育学部における小学校教員免許取得希望者

の理科に対する意識調査を行い，それらの結果の比較

などから小学校教員養成における課題を分析した．

くりや指導法についての講義を演習的に実施した（合

計３回)．

受講生は，学校教育教員養成課程と障害児教育教員

養成課程の学生であり，理科に対する苦手意識をもつ

学生が多いことが予想されたそこで，小学校理科に

関する実習を多く取り入れて，理科学習の基本である

"leambydoing"を体験し，理科授業観の変容を図った

2．熊本大学教育学部における「初等理科教育法」

熊本大学教育学部における「初等理科教育法」の特

徴は，①教科教育担当の教員２名で分担して授業を行

うこと，②約280名の受講生を２クラスに分けて，異

なる学期にそれぞれｌクラスずつ開講すること，③大

人数（ｌクラス140名程度）の授業ではあるが，授業

中に野外観察や簡単な学生実験を取り入れたり，課題

として植物の栽培や月・星座の観察を行ったりしてい

ることである２Cl０年度前学期の講義内容は表１の通

りである．

Ⅱ初等理科教育法の構想と実践

「初等理科教育法」に限らず初等教科の教育法は大

人数が受講する授業であるため，知識伝達型の講義形

式が基本となり，課題を解くような演習が加わるのが

一般的ではないかと考えられる．しかし，理科の場合，

学習活動の中心になる観察・実験に関する技能や教材

研究の体験などを重視する場合も多く，多様な授業形

態を取り入れる傾向にある．日本教育大学協会が大学

の教育法の担当者に対して行った調査（1996）によ

ると，理科教育法において，観察実験，授業分析，討

論・デイベート模擬授業，授業参観，研究発表など

が取り入れられていた．学生の実態調査を行った愛媛

大学教育学部と熊本大学教育学部の「初等理科教育

法」でも，理科教員に必要となる能力の育成と，文科

系の学生の理科への苦手意識や理科授業観を変容させ

ることを目的とした授業の工夫を行っている．以下に

授業内容の概要を提示する．

表ｌ「初等理科教育法」（熊本大学）２０１０年度の内容

イントロダクション

小学校理科の目標

観察・実験ｌ

小学校理科の内容

小学校理科の学習

学習者の自然認識と理科学習１

学習者の自然認識と理科学習２

観察・実験２

小学校理科の指導と評価

観察・実験３

小学校理科における学習指導案の作成

小学校理科カリキュラムの変遷と学習指導要領

小学校理科におけるコンピュータの活用

｢面白くてわかる」理科の学習の構想と実践

総括

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

Ｌ愛媛大学教育学部における「初等理科教育法」

愛媛大学教育学部における「初等理科教育法」の特

徴は，①教科教育担当の教員２名と教科専門担当の教

員１～２名がそれぞれの専門性を生かした授業を行う

こと，②約130名の受講生を３クラスに分けて，同じ

学期に３クラスを開講すること，③講義は理科実験室

で行い，実技や実習を多く取り入れることである．

2009年度は，まず教科教育担当者Ａ(渡邊）が目的

や内容に関する講義と，観察を中心とした実習を担当

し（合計4回)，次に教科教育のもう１名の担当者Ｂが

小学校理科の内容について実習を取り入れながら各論

的に講義を行い，理科学習論をまとめた（合計６回)．

さらに化学領域を専門とする教員が安全教育，教材教

具という観点から授業を行い，受講生は実際に上、天

びんやアルコールランプの使い方についての実習を

行った（合計２回)．そして，再び教科教育担当者Ａ

が，授業ビデオなどを用いながら小学校理科の授業づ

このうち第１回と第14,15回は２名の教科教育担当

者が合同で授業を担当し，第２～５回は担当者Ａ（渡

邊)，第６～１３回は担当者Ｂ（飯野）が担当した授

業は講義室で行っていて，受講生が約140名であるた

め，設備・教具および指導上の問題があって，観察・

実験等の実施はかなり難しいそこで，一斉授業での

説明と野外観察を授業で行い，「生きものマップ」の

作成を課題にして，提出きれたマップにコメントをつ

けて評価することで個別の対応を図ったり，植物の栽

培活動と継続観察の課題に取り組ませたり，身の回り

の道具を準備させて振り子の実験を行ったりする工夫

を行ったまた，理科授業のビデオを視聴しながら，
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2002-2005年度と2009年度は１１～15％で，２０１０年

度は３１％であった「たいへん好き」と「どちらかと

言えば好き」を合計すると，2001-2005年度は５４～

59％で，２００９年度と２０１０年度は６８～６９％であった

質問の表現が異なるので単純な比較はできないが

｢初等理科教育法」の受講者における理科が好きな割

合は，中学２年生が「理科の勉強は楽しい」と感じて

いる割合に近いことがわかる熊本大学教育学部にお

ける２０１０年の結果において，「大変好き」の割合が

31％と愛媛大学教育学部における結果よりも高く

なっている理由は，中学校教員養成課程理科専攻の学

生（、＝９）が含まれていて，９名中８名は「大変好

き」と回答していることが影響していると考えられる

しかし小学校教員養成課程の学生（、＝５１）だけで

集計しても，「大変好き」は24％であり，愛媛大学の

結果を上回っている「大変好き」と「どちらかと言

えば好き」を合計した結果は，2009年度の愛媛大学

(69％）と２０１０年度の熊本大学（68％）でほぼ等しく，

200］-2005年度の平均値より１０％以上増加している

場面指導について質疑応答するなど，双方向的な授業

になるような工夫も行った．

Ⅲ初等理科教育法の受講生の実態分析

Ｌ調査方法

著者らは．「初等理科教育法」の授業改善のための

授業評価を継続的に実施してきたまず，第１回目の

講義のときに理科に対する学生の意識を調べる実態調

査を行い，試験前の最終回には授業の成果等に関する

調査を行っている本研究では，主に第１回目に行っ

ている実態調査の結果について報告する

実態調査では，記名式の調査用紙を用いて①理科

の好嫌度，②小学校理科の内容に関する知識理解の自

己評価，③教育実習における理科の担当希望（および

その理由)，④理科の特徴の表現，⑤印象に残ってい

る小学校理科の実験について質問した①②③は評定

尺度法を用い，④は空欄を埋める文書完成法で質問し

③の理由と⑤は自由記述の回答を求めた本研究では

主に①②③の調査結果について報告する愛媛大学教

育学部における調査については，渡邊ら（2005）に

よる2001‐2004年度の結果に2005年度の結果を加え

たものと，2009年度の結果を提示する熊本大学教育

学部における調査については２０１０年度前学期の結果

を提示する

0％２０％４０％６０％８０％１００％

！2001年度

2002年度

2003年度

１

’2004年度２調査結果および考察

実態調査のアンケートへの回答者数は表Zの通りで

ある

表２実態調査の回答者数

2005年度

！2009年度

１
１

Ｉ2010年度愛媛 熊本

年度２００１２００２２００３２００４２００５２００９２０１０
|□たいへん好き□どちらかと言えば好き□好きでも嫌いでもない

|□どちらかと言えば嫌い四たいへん嫌い

薫、‘ｕ，、ア⑫，、‘Ⅱ鋼Ⅱ2，
図ｌ理科に対する好嫌度

l）理科に対する好嫌度

「あなたにとって理科は好きな教科ですか？それと

も嫌いな教科ですか？」という質問に対する回答を集

計した結果を図ｌに示す．

国際理科・数学教育動向調査2007(TIMSS2007）に

よると，「理科の勉強は楽しいか」という質問の回答

は，日本の小学校４年生では「強くそう思う」が57％

｢強くそう思う」と「そう思う」を合わせると８７％，

中学校２年生では「強くそう思う」が18％「強くそ

う思う」と「そう思う」を合わせると５８％であった

一方，小学校の教員免許の取得を目指す学生は，理科

が「たいへん好き」は２００１年度のみ６％と低いが

2001-2005年度の受講生は，平成元年の学習指導要

領下の理科カリキュラムを学習していて,２００９年およ

び2010年度の受講者の多くは，平成１０年度の学習指

導要領に沿った理科カリキュラムで中学校および高等

学校理科を学んでいる平成10年度の学習指導要領

の改訂では，理科の内容が約３割削減され，その影響

が心配されているが小学校教員を目指す学生の理科

の好嫌度については「好き」が増加した結果になった

2）小学校理科の知識理解に対する自己評価

国際理科・数学教育動向調査2007(TIMSS2007）で

は．「理科は苦手だ，理科は得意でない」という質問

Ⅲ-FＴ

卜閨二ｉｌｌ －ｒ~Ｉ

蜜…Ⅲi…職…鋤…Ｉ

’

ＩＺＺｌ
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項目があり，「まったくそう思わない」「そう思わな

い」という選択肢を選んだ回答者は，日本の小学校４

年生では７８％，中学校２年生では47％であった理

科に対する苦手意識は小学校から中学校に進むにつれ

て増加していることがわかる高等学校に進学して，

進路の違いから文科系と理科系にクラス分けされると，

｢文科系だから理科は苦手」というステレオタイプな

意識も生まれるかも知れない

理科に対する好嫌度や理科授業の担当希望との関連

性を調べるために小学校理科の内容に関する知識理

解度を「自信がある」「だいたい自信がある」「少し自

信がない」「まったく自信がない」という選択肢を選

ぶことで自己評価させた．その結果を図２に示す．

が自然科学の本質を突く場合もあって，探究的に学習

を進めていくとかなり専門的な知識が必要になる

｢初等理科教育法」の受講生がこのような視点をもっ

て実態調査の質問に回答した場合，小学校の理科の内

容であっても，その知識理解に強い自信を示せない可

能性もあるだろう２０１０年度の調査には中学校教員養

成課程理科専攻の学生が含まれているが９名中１名

が「自信がある」で，残りの８名は「だいたい自信が

ある」であり，入学時から理科を専攻していても決し

て強い自信を示していないことがわかる

3）教育実習における小学校理科の担当希望

「初等理科教育法」は，愛媛大学では３年の前学期

に開講され，熊本大学ではｌクラスは２年の後学期，

もう］クラスは３年の前学期に開講されるので，３年

生の秋に実施される教育実習が近づいている時期に受

講することになっている附属小学校で行う教育実習

では，通常は受講生が多いのですべての教科を担当す

ることはないしたがって，必ずしも理科の授業担当

が義務づけられている訳ではないそのような状況で，

小学校教育実習における理科の授業担当の希望を質問

した結果を図３に示す．

0％２０％４０％６０％８０％１００％

$2001年度

Ⅱ2002年度

’2003年度

Ｉ2004年度

2005年度

0％２０％４０％６０％８０％１００％

Ⅱ2009年度
Ｉ

Ｉ2001年度

Ｉ
Ⅱ

|ｌｊｌｊ2010年度

2002年度

田自信がある□だいたい自信がある

□少し自信がない□まったく自信がない

図２小学校理科の知識理解に関する自己評価

2003年度

2004年度

年度によって結果にばらつきはあるが「自信があ

る」と「だいたい自信がある」の合計は,２０１０年度の

44％が最高で，過半数を超えた年度はなかった「自

信がある」と回答した受講生は極端に少なく，平均

3％（最高：６％，最低：０％）であった．それに対し

て，「まったく自信がない」と回答した受講生は，平

均１１％（最高：21％，最低：６％）であり，「自信がな

い」と強く感じる受講生の方が多いことがわかる

｢少し自信がない」と「まったく自信がない」を合わ

せた割合の平均は６５％であり，理科大好きモデル地

域事業事前アンケート（2006）において，小学校教

員の６割が理科を苦手にしているという結果に近い数

値になった．

本研究では，小学校理科の内容についての知識理解

について質問したが実際に小学校理科の内容をしっ

かりと理解するためには，中学校・高等学校で学ぶ理

科についての知識理解も必要となるさらに小学校理

科では学習内容および子どもの素朴な疑問や気づき

2005年度

2009年度

：
Ｉ
‐
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。
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2010年度

囮担当してみたいと強く思う

□できれば担当してみたい
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図３教育実習における小学校理科の担当希望

調査を開始した2001年度は担当してみたいと強

く希望する学生が４％，できれば担当してみたいとい

う学生が27％で，合計すると約３割の学生しか理科の

担当希望がなかった年度を経るに連れて理科の担当

希望者は少しずつ増加し2009年度には約５割になっ

た２olo年度の熊本大学教育学部では，担当を強く希

望する学生が14％，できれば担当してみたい学生が
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52％で合計すると６６％になったつまり，近年の調

査結果では，教育実習前の約５割の学生は小学校理科

の授業担当を敬遠していないことがわかるしかし，

前述した約６割の小学校教員が理科授業を苦手として

いるという結果ほどではないが，３０％を超える学生が

教員養成の段階で理科の授業担当を敬遠していること

がわかる．

小学校理科の担当希望の理由，あるいは担当を希望

しない理由を自由記述で質問した２０１０年度の結果で

は，担当してみたいと思う学生の理由として，「授業

の教材の工夫をいくらでもやれて，やればやる程面白

くなりそうだから」「実験などで子どもたちを感動さ

せたい」「他の教科と比べてより自由な授業展開が可

能であるから」「実験など体験的な学習が多いと思う

ので，子供達も楽しいと思えるし，そんな子どもたち

を見てみたいから」「理科の内容には身近なことが多

くて，子どもたちも興味をもちやすいと思うから」

｢自分は星などの天体・星座に興味があるのでその分

野をやってみたいと思ったから」「理科は専門ではな

いが，実験は好きなので担当してみたい」「実験で子

どもたちと楽しく学びたいから」のような意見があっ

た一方，担当を希望しない学生の理由は，「間違っ

た知識を与えそう」「理科についての知識が乏しく教

える自信がないから」「知識を与えるだけの教科より，

授業づくりが難しそうだから」「化学とか物理とか

まったく覚えていないし，好きではないから」「理科

が得意でないために指導できる自信がない」「実験な

どは楽しいと思うが，子どもたちをうまくまとめてい

けるか，少し自信がない」等であった渡邉ら

(2005）は，学生が小学校理科授業の担当を敬遠する

理由を，①理科に関する知識不足に対する不安，②理

科が好きではない／興味がない③授業展開や指導技

能に関する不安，④特定の教材に対する苦手意識に分

類しているが２０１０年度の調査結果もこの①～④のい

ずれかに該当するものが多かった

２０１０年度の結果より，小学校理科の授業担当希望

と，理科に対する好嫌度との関係を表３に示す．

表３より理科が好きな学生は，小学校理科の授業を

担当してみたいと思い理科が嫌いな学生は担当して

みたいとは思わない傾向があることがわかるしかし，

理科が「どちらかと言えば好き」と回答した学生４８

名のうち１３名（27％）は理科を「あまり担当してみ

たいとは思わない」と回答していた．また，理科が嫌

いではないに相当するabcの選択肢を選んだ学生で小

学校理科の授業担当を希望しない学生は合計３１名で

あり，これは全体の24％になるすなわち，理科が

好きだ（嫌いでない）という感情だけでは，授業担当

の意欲に結び付かない場合も少なくないことがわかる．

自由回答でも「好きなほうではあるけれども，自分が

授業を行うとなると少し自信がないから」という意見

があった．

表３小学校理科の担当希望と理科の好嫌度との関係

理科の好嫌度ａたいへん好き，ｂどちらかと言えば好き，

ｃ好きでも嫌いでもない，。どちらかと言えば嫌い，ｅたい

へん嫌い理科の担当希望ａ担当してみたいと強く思う，

ｂできれば担当してみたい，ｃあまり担当してみたいとは思

わない，ｄできれば担当したくない．表中の数値は人数．

次に小学校理科の授業担当希望と，小学校理科の理

解度との関係を表４に示す．

表４小学校理科の担当希望と理科の理解度との関係

小学校理科の理解度ａ自信がある，ｂだいたい自信があ

る，ｃ少し自信がない，ｄまったく自信がない

理科の担当希望ａ担当してみたいと強く思う，ｂできれ

ば担当してみたい,ｃあまり担当してみたいとは思わない，

ｄできれば担当したくない表中の数値は人数．

表４より小学校理科の内容に関する理解に自信があ

ると回答した学生は，理科の授業担当を希望する傾向

にあることがわかる．一方，理科の内容に関する理解

にまったく自信がないと回答した学生は，理科の授業

担当を敬遠する傾向にあったが，少し自信がないと回

答した学生の半数以上（54％）が理科の授業担当を

希望しているという結果は興味深いすなわち，小学

校理科の知識理解に「少し自信がない」という程度の

自己評価であれば，小学校理科の授業担当を強く敬遠

することがなく，理科授業の「食わず嫌い」にならな

いのではないかと考えられる．

「初等理科教育法」では，授業の効果を調べるため

理科の好嫌度
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の観点の一つとして，小学校理科の授業担当希望者が

第１回目の授業のときと，最終回とでどのように変化

したのかを調べている．２０１０年度の調査では，「担当

してみたいと強く思う北１４％（第１回)，３３％（最終

回)，「できれば担当してみたいと思う」:５２％(第１回)，

48％（最終回)，「あまり担当してみたいとは思わな

い」：２８％（第１回)，１４％（最終回)，「できれば担当

したくない」：６％（第１回)，５％（最終回）となった

｢担当してみたい」という学生は，６６％から８１％に増

加しているので，熊本大学教育学部で実施した「初等

理科教育法」の内容が，小学校理科の授業を担当した

いという意欲を引き出す効果があったと評価できる．

愛媛大学教育学部における2001-2004年度の調査結

果（渡邊ら２００５）では，小学校理科を担当したいと

いう学生の割合は，４年間の平均で38％（第１回）と

46％（最終回）であった熊本大学教育学部において

も継続的な調査が必要になるが，理科授業の担当希望

者の増加の割合は高まっている．

学生の印象に残った活動として最も取り上げられて

いた野外観察.生きものマップづくりの活動であるが，

上述の学生の回答にもあるように，子どもの視点をも

ちながら，見慣れた身の回りの環境を教材化するつも

りで観察することを大切にしている．野外観察の前の

講義で，小学校理科における観察の目的や方法を実習

的な活動を行いながら学習しているので，野外観察は

理論を応用する学習になる．野外に出かける前には，

前年の学生が作成した生きものマップを提示し，他者

の作成したマップから観察の視点やまとめのイメージ

を学べるような工夫も行っている．そして，観察結果

の表現活動として生きものマップづくりを取り入れ，

学生の創意工夫が発揮できるようにしている．このよ

うな展開で野外観察.生きものマップづくりを実施す

ると，理科系の学生よりも文科系の学生の方が熱心に

取り組む傾向がある．したがって，「初等理科教育法」

で取り入れている実習的な活動の内容と方法が理科を

専門としない学生にうまく適合したことが，教育実習

における小学校理科の担当希望が最終回の講義で増加

している理由の一つになっていると推測できる．

学生の回答のなかには，「特に栽培に関しては，自

分の考え方が変わったのでとてもいい経験になった」

｢子どもたちはいろいろな回路を考えていた自分で

は思いつかないような回路だったのでとても驚いた」

など，活動に伴う思考に眼が向き，自分の考えが変容

したことをあげているものもあった．「初等理科教育

法」における体験的な活動の導入は，小学校理科と同

じ観察・実験を体験して，小学校理科特有の学習展開

をイメージし，知識伝達型の理科学習観を払拭するこ

とを第一の目的にしている．学生の自由記述には「自

ら植物を栽培し，観察する事が楽しく，理科に対して

関心を高めることができた」のように「楽しかった」

という表現がよくみられたしたがって，実習導入の

第一の目的はある程度達成できていると見なきれる．

しかし，教育法の授業としては，教育実践に結び付く

知識・技能の獲得が重要であり，「実際にやることで，

児童の気持もわかるし，どんな指導をすればよいか気

づくことがあった」「電池やてこの実験などもやって

みることで，予備実験の大切さがよく分かりました」

｢生きもの観察に出たことが，とても印象的でした．

実際，教育現場でも使えるもので，とても楽しかった

です」のような回答が増加することを目指さなければ

ならないであろう．

4）実習的な活動に対する大学生の取組み

２０１０年度の「初等理科教育法」では，学生の体験

的な活動として，野外の自然観察，豆電球を用いた回

路の実験，身の回りの素材を用いた振り子の実験を講

義中に実施したまた，野外の自然観察の結果を生か

した生きものマップづくりと，自分で選んだ植物の栽

培と継続観察を課題として提示した．

最終回の授業で印象に残った授業内容や活動につい

て自由記述でコメントを求めたところ（、＝106)，最

も多く取り上げられたのが野外観察．生きものマップ

づくりの４８名（45％）で，次いで植物栽培・観察が

24名（23％）であったこの二つの活動は講義の時

間外に観察やレポートの作成を行うもので，学生に

とっては負担に感じることもあったかも知れない．し

かし，学生の回答は，「キャンパススケッチは『子ど

もの視点になったつもりで」描く．観察するというこ

とで，名前を調べたりすることが強制だったりせずに

自分の注目したい視点を選んでスケッチ・観察できた

ことがとても充実して取り組めました」「観察レポー

トはとても色々な経験ができました写真を編集した

り，成長していく様子を見ながら多くのことを考えさ

せられました」「小学校以来の栽培活動だったのでは

じめは面倒だと思ったけれど，おもしろかったです」

のようによい印象を示すものがほとんどであった以

上のほか，学生の印象に残った活動・内容には，光・

虹の実験（演示実験）：23名（22％)，小学校の授業実

践ビデオの視聴：１６名（15％)，豆電球を用いた回路

の実験：（13％)，振り子の実験:９名（8％）があげら

れていた．

Ⅳ、総括

小学校教員養成における理科教育の課題を分析する

ために，「初等理科教育法」の受講生の実態調査を
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行った結果，以下のことが明らかになった．①2009-

2010年度の調査において，「理科は好き」と回答した

学生は約70％であり,2001-2005年度の調査よりも約

lo％増加していた②愛媛大学教育学部の調査

(2001-2005年度，2009年度）では，小学校理科の内

容理解について「まったく自信がない」「少し自信が

ない」と回答した学生は６０％を超えていて（最大

76％)，熊本大学教育学部の調査（2010年度）でも

56％で，過半数を超えていた③2001年度の愛媛大

学教育学部における調査では，教育実習で小学校理科

の授業担当を希望する学生が約30％しかいなかった

が，それ以降年々増加して,２０１０年度の熊本大学教育

学部における調査では，担当希望者が約65％になっ

た．

理科の好嫌度や小学校理科の内容に関する知識理解

と小学校理科の授業担当希望との関連を調べた結果か

らは，約４分の1の学生が教科としての理科は嫌いで

はないが，小学校理科の授業担当は敬遠するという実

態がわかった．また，小学校理科の知識理解に「少し

自信がない」という程度の自己評価であれば，小学校

理科の授業担当を強く敬遠することはないことも示唆

きれた．

小学校教員の６割が理科の授業に苦手意識をもつ現

状において，教員養成段階では，少なくとも理科の授

業担当を敬遠せず，理科の教材研究や授業研究に取り

組める学生を養成しなければならない．学生が理科を

好きになり，理科に関する知識理解が向上すれば，理

科授業の担当を敬遠する理由は少なくなると予想きれ

る著者らが担当する「初等理科教育法」では，観

察・実験に関連した活動を実習として導入したことで，

学生が理科の学習活動を楽しいと感じ，小学校理科の

授業担当希望の向上につながった．しかし，アンケー

ト調査における学生のコメントを見ると，体験的な活

動を通して児童の視点指導方法などを考えたことを

指摘しているものもあることから，「初等理科教育法」

で行う実習的な活動を理科の目的，カリキュラム，学

習論，評価等と結び付け，学生が理科授業実践をイ

メージできるようにすることが，限られた時間でより

効果的な授業を行う鍵になるのではないかと考えられ

る．

愛媛大学教育学部で行った2009年度の調査と熊本

大学教育学部で行った2010年度の調査の対象となっ

た学生の多くは，平成１０年学習指導要領に基づくカ

リキュラムで中学・高等学校の理科を学んでいる．平

成１０年の学習指導要領では，中学校理科の内容が3割

削減きれたため，学生の理科に対する知識不足が懸念

されていた．しかし，学生自身の小学校理科の内容に

関する知識理解の自己評価では，2001-2005年度の調

査結果よりも2009-2010年度の方が「自信がある」

という回答が増えていたまた，「理科が好き」と回

答した学生も2009-2010年度の方が多かったした

がって，学生の自己評価においては，内容が削減きれ

た理科カリキュラムが「初等理科教育法」の受講生の

理科に対する苦手意識を増長きせるように影響してい

ないことが示唆された．

小学校で理科授業を担当するための実践力は「初等

理科教育法」だけでは育成できないであろう．観察・

実験に関するスキルは，体験を通して習得するもので

あり，座学で対応はできないしかし，「初等理科教

育法」で取り上げるべき内容は，理科学習の目的・方

法・内容・評価の理論および理科の授業実践に関わる

教材研究，授業研究，学習者研究など多岐に渡る．模

擬授業や授業分析などの活動も取り上げたいが，授業

の時数が限られているうえに受講生は１００名を超え

ている．そのような限定された条件で，より効果的を

あげるためには，講義の内容構成と授業方法の工夫を

せざるを得ない．これまでの「初等理科教育法」の実

践から体験的な実習（観察・実験）を導入し，各論

(授業実践）から理論へとつなげるアプローチが有効

ではないかという実感を得ている．しかし，観察・実

験に関する基本的なスキルの習得に関しては，現状の

｢初等理科教育法」の実施体制では対応が難しいス

キルの習得方法についても，小学校理科の学習と関連

付けるようにしてスキルを体得する方法を考案する必

要がある．今後の課題として，教育実習および教員に

採用されたあとの日々の授業実践や教員研修への発展

を見通しながら小学校理科教員養成の内容と方法を

検討したい．
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